









看護師通信 
ジメジメした季節がやってきましたね。湿気は動物達に
とっても厄介な存在です。細菌が繁殖しやすい環境にな
るので、皮膚疾患の患者が多く来院されます。一度炎症
などで皮膚が硬くなってしまうとなかなか治りません。
そうなってしまう前にご提案したいのが、食べるスキン
ケア！皮膚のバリア機能向上と健康を維持することを考
慮して作られたフードを日常的に食べてもらうことで、
皮膚そのものの機能を強く保つことができます。皮膚が
良くなることで毛質も変わります！ぜひ、スタッフへご
相談下さい。最適なフードをご提案させて頂きます。 

犬の疥癬症は犬疥癬虫（イヌヒゼンダニ）が皮膚に寄生して起こる皮膚の感染症で、人にもうつる人獣共通感染症です。　
犬の疥癬症には通常疥癬（アレルギー疾患）と角化型疥癬（感染症）の2つの病態があります。疥癬症の特徴としては昼夜
問わず、診察中や散歩中に著しい痒みが認められることです。 

　通常疥癬は耳介辺縁、肘、踵に鱗屑（ふけ）、脱毛や紅斑（皮膚が赤くなること）が皮膚病変の主体として認められま
す。角化型疥癬は通常疥癬とほとんど同じ位置に病変が認められ、重厚な鱗屑が主な皮膚病変として認められます。 

　疥癬症は皮膚病変、病歴を重視した上で診断を確定するために皮膚掻爬検査を実施します。皮膚掻爬検査とはメスの刃を
用いて皮膚を広く浅く掻爬して鱗屑を採取して、スライドガラスの上に採取した鱗屑をのせ顕微鏡で寄生体を確認する検査
です。疥癬以外にも皮膚糸状菌症などの感染症の診断の手助けをします。顕微鏡で通常疥癬は少数の疥癬中が認められるの
に対して、角化型疥癬では多数の疥癬虫が認められます。 

　疥癬症の治療は駆虫薬が有効です。ネクスガード、ブラベクトなどの駆虫薬が犬疥癬虫 
に有効と報告されています。犬疥癬症は重度な痒みを生じる疾患なので、痒みの管理としてアポキル（痒み止め）を併用す
ることもあります。疥癬症の治療を開始する際には、同居の犬を全て治療する必要があります。疥癬虫が感染しているにも
関わらず、痒みなどの臨床像が見られないこともあるので、臨床像の有無に関わらず治療は必須となります。 

　犬疥癬の予後は良好であり、治療することにより重度な痒みや皮膚病変は消失します。最後に飼い主様自身にも痒みが生
じることがある病気なので、重度な皮膚病変や痒みが自分自身にも生じる場合には人の皮膚科に受診することを勧めます。 
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トリマー通信 
”自然のシャンプー”は、100％天然原料で作られているため、
皮膚の弱い子やアレルギーを持っている子でも、汚れをしっ
かり落とし、安心して使えるシャンプーです。 
”自然のリンス”は開いた状態のキューティクルに香りカプセル
が浸透するため、ふわっと良い香りを閉じ込めます！使用し
ている天然ハーブエキスのおかげでノミ・マダニが寄り付きに
くくなる効果もあります。 
スタッフも愛用するほどの効果あり！ 
ぜひこの機会にお試し下さい！ 

獣医師コラム 犬の疥癬症  
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獣医師通信 
もうすぐ梅雨に入りますね。昼夜の温度差や湿度の変化
が激しいと、ワンちゃんやネコちゃんは体調を崩しやす
くなります。体調の変化で少しでも気になることがあり
ましたら、獣医師に相談してください。 


